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第７篇 資本の蓄積過程 
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第二三章 資本主義的蓄積の一般的法則 

   

資本主義的生産は、いったん成立すれば、みずからの力で拡大再生産＝蓄積運動を続け

る。資本は、剰余価値を生産することによって、同時に蓄積条件を生産する。一方で、大

量の生産手段が、その所有者＝資本化階級とともに生産、再生産される。他方では、より

大量の労働力＝労働者階級も再生産される。 

 ⇒ 資本の新たな生産過程で合体され、より大きな剰余価値を生産 

＝累進的な資本の蓄積過程 

  

本章の課題 

 ■「本章では、資本の増大が労働者階級の運命におよぼす影響を取り扱う。」 

【p. 1068】（p. 640） 

  ⇒ 労働者階級の運命を考察するために、蓄積過程での資本主義的生産の動き方に立ち

入る 

 

第一節 資本の構成が不変な場合における、蓄積にともなう労働力需要の増大 

 

   資本主義的運動を考察するための概念＝「資本の構成」 

  ■ 「この研究におけるもっとも重要な要因は、資本の構成と、蓄積過程の進行中に

それがこうむる諸変化とである。」          【p. 1068】（p. 640） 

  ■ 「資本の構成は二重の意味に解されなければならない。価値の面から見れば、こ

の構成は、資本が不変資本すなわち生産手段の価値と、可変資本すなわち労働

力の価値、労賃の総額とに分割される比率によって規定される。生産過程で機

能している素材の面から見れば、その資本も生産手段と生きた労働力とに分か

れるのであり、この場合の資本の構成は、一方の使用される生産手段の総量と、

他方のその使用に必要な労働量との、比率によって規定される。私は、第一の資

本の構成を資本の価値構成と名づけ、第二のそれを資本の技術的構成と名づけ

る。この両者のあいだには緊密な相互関連がある。この関連を表現するために、

私は、資本の技術的構成によって規定され、その技術的構成の変化を（自己のう

ちに）反映する限りでの資本の価値構成を、資本の有機的構成と名づける。簡単

に資本の構成と言う場合には、つねに資本の有機的構成と解すべきである。」                 

【p. 1069】（p. 640） 

  ⇒ 資本＝「不変資本」＋「可変資本」⇒ 2 つの組合せの関係：資本の構成 

    ① 価値構成：資本が、生産手段の価値（不変資本）と労働力の価値（可変資本）

とに、どう分割されているのか、量的比率で規定。 

            → 資本の価値構成 ＝ 不変資本量／可変資本量 
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    ② 技術的構成：資本を素材の面から見て、「使用される生産手段の総量」と「その

使用に必要な労働量」との比率で規定。 

            → 資本の技術的構成 ＝ 生産手段量／労働量 

    ⇒ ①と②の総括概念：資本の有機的構成（＝ 資本の構成） 

      ＝ 技術的構成を反映した価値構成 

      資本の構成 ＝ c ／ v ＝ 不変資本量／可変資本量 

    ■ 「これら諸資本の個別的構成の平均が、この生産部門の総資本の構成となる。最後

に、すべての生産諸部門の平均的構成の総平均が、一国の社会的資本の構成とな

るのであり、以下では結局この社会的資本の構成だけが問題にされる。」              

【p. 1069】（p. 641） 

    ⇒ 資本蓄積の労働者階級全体への影響を問題にしていることから、個別的資本構

成ではなく、社会的総資本の構成を問題となる 

 

   資本の構成が不変：資本蓄積の進展 → 拡大再生産 → 労賃の上昇 

■ 「資本の増大は、資本の可変的構成部分、すなわち労働力に転換される構成部分の

増加を含む。追加資本に転化される剰余価値の一部は、つねに可変資本、または

追加的労働元本に再転化されなければならない。」     【p. 1069】（p. 641） 

⇒ 生産規模の増大 ＝ 不変資本も可変資本も比例して増大 

   ■ 「明らかに労働にたいする需要と労働者の生活維持元本とは資本に比例して増加

し、資本が急速に増加すればするほどそれだけ急速に増加する。」 

【p. 1070】（p. 641） 

      ⇒ 労働力の需要の増加 

   ■ 「資本の蓄積欲求が労働力または労働者数の増加を上回り、労働者にたいする需要

がその供給を上回って、そのために労賃が騰貴するということがありうる。それ

どころか、右の前提がそのまま維持する場合には、結局そうならざるをえない。

毎年、前年よりも多くの労働者が就業させられるのだから、遅かれ早かれ、蓄積

の欲求が労働の普通の供給を超えて増大しはじめる時点、したがって賃銀上昇が

起こる時点が到来せざるをえない。」              【p. 1070】（p. 641） 

   ■ 「このことにかんする苦情の声が、イギリスでは一五世紀中および一八世紀前半を

通じて鳴り響いている。」                 【p. 1070】（p. 641） 

    ⇒ マニュファクチュア発展先行時期（15 世紀中）、機械制工業の成立先行時期（18

世紀前半） 

   ■ 「とはいえ、賃労働者が維持され増殖される事情が多かれ少なかれ有利になるとい

うことは、資本主義的生産の基本的性格をなんら変えるものではない。」 

  【p. 1070】（p. 641） 

⇒ 「資本の蓄積はプロレタリアートの増加である。」         【p. 1071】(p. 642) 
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   労賃高騰の意味 

  ■ 「これまで想定された、労働者たちにとってもっとも有利な蓄積条件のもとでは、

資本への彼らの従属関係は、がまんのできる、またイーデンの言う『気楽で自由

な』諸形態をまとっている。それは、資本の増大にともなっていっそう内包的と

なるのではなく、ただいっそう外延的となっていくだけである。…（略）…しか

し、衣食や待遇が改善され“特有財産”が増えても奴隷の従属関係と搾取とがな

くなるのではないのと同じように、賃銀労働者のそれもなくなりはしない。資本

の蓄積の結果としての労働の価格の騰貴は、実際には、賃労働者がみずからそれ

までに鍛え上げていた金の鎖の長さと重さが、いくらかその張りのゆるみを許す、

ということを意味するにすぎない。」              【pp. 1080】（pp. 645-646） 

     ■ 「…労賃の増加は、せいぜい、労働者が提供しなければならない不払労働の量的減

少を意味するだけである。この減少は、それが制度そのものを脅かす点までは決

して進みえない。」                   【p. 1081】（p. 647） 

    ⇒ 労賃（＝労働力の価格）の上昇：買手側の労働力の争奪戦＝買手側の事情 

      → 労働力の売買の主導権 ＝ 資本家階級のまま 

   

   労賃騰貴 → 資本蓄積 

  ■ 「資本の蓄積から生じる労働価格の騰貴は、次の二つの場合のどちらかを想定する。

その一つは、労働の価格騰貴が蓄積の進行をさまたげないので、その価格が騰貴

し続けるという場合である。…（略）…この場合には、不払い労働が減少しても、

資本支配の拡大が決してさまたげられないことは明白である。──そして、二者

択一のもう一つの場合、労働価格の騰貴の結果として利得の刺激がにぶくなる

ので、蓄積が衰えるという場合である。蓄積は減少する。しかしこの減少ととも

に、減少の原因、すなわち資本と搾取可能な労働力とのあいだの不均衡が消滅す

る。つまり、資本主義的生産過程の機構は、それが一時的ににつく出す障害をみ

ずから取りのぞく。労働価格は、ふたたび資本の価値増殖欲求に照応する水準に

まで低下するのであって、この水準が、いまや賃銀増加の始まるまえに標準なも

のとみなされていた水準よりも低いか高いか、または等しいかは関係ない。」 

【pp. 1081-1083】（pp. 647-648） 

       ⇒ 労賃の上昇＝蓄積を保証する範囲に閉じ込められる 

 

   まとめ 

   ■ ①「…資本主義的蓄積の法則は、実際には、資本主義的蓄積の本性が、資本関係の

不断の再生産、およびその絶えず拡大する規模での再生産に重大な脅威を与えか

ねないような、労働の搾取度のあらゆる減少または労働価格のあらゆる騰貴を排



4 

 

除する、ということを表現しているにすぎない。」      【p. 1085】（p. 649） 

 ② 「労働者が現存価値の増殖欲求のために存在するのであって、その逆に対象的富

が労働者の発達欲求のために存在するのではないという生産様式においては、そ

れ以外ではありえない。」                     【p. 1085】（p. 649） 

③ 「人間は、宗教において自分自身の頭脳の産物によって支配されると同じように、

資本主義的生産においては、自分自身の手の産物によって支配される。」  

【p. 1085】（p. 949） 

     ⇒ 「物神崇拝」（①分冊 pp. 124-186） 

 

第２節 蓄積とそれにともなう集積との進行中における 

可変資本部分の相対的減少 

 

   蓄積の強力な槓杆となる社会的労働の生産性の発展 

   ■ 「資本主義制度の一般的基礎がひとたび与えられれば、蓄積の経過中に、社会的労

働の生産性の発展が蓄積のもっとも強力な槓杆となる時点が必ず現われる。」 

【pp. 1086-1087】（pp. 650） 

  ■ 「…条件であろうと結果であろうと、生産諸手段に合体される労働力に比べての生

産諸手段の量的大きさの増大は、労働の生産性の増大を表現する。したがって後者

〔労働の生産性〕の増加は、労働によって運動させられる生産諸手段の総量に比べ

ての労働総量の減少に、または労働過程の客体的諸要因に比べての主体的要因の

大きさの減少に現われる。」                 【pp. 1087-1088】（p. 651） 

    ① 労働の生産性の増大の結果：マニュファクチュア的分業と機械設備の充用（＝

労働生産性の上昇） → より多くの原料が加工 → 

多量の原料・補助材料が労働過程に入る  

    ② 労働の生産性の増大の条件：機械・建物・溶鉱炉・運輸手段（＝生産諸手段）

の総量 → 労働生産性を上昇させる 

   ⇒ 資本蓄積 → 前貸総資本額の拡大 → 生産規模の増大 → 生産技術変革（協業・

分業、機械導入）→ 労働生産性上昇 ＝ 量的拡大 → 労働生産性上昇  

⇒ 資本の技術的構成の変化 

 

    可変資本部分の相対的減少 

     ■ 「資本の技術的構成におけるこの変化、すなわち生産諸手段に生命力を与える労働

力の総量に比べての生産諸手段の総量の増大は、資本の価値構成に、すなわち資本

価値のうちの可変的構成部分を犠牲とする不変的構成部分の増加に反映する。」                                                

【p. 1088】（p. 651） 

     ■ 「…蓄積の進行は、可変資本部分の相対的大きさを減少させるとしても、だからと
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いって、可変資本部分の絶対的大きさの増加を排除するわけでは決してない。」                 

【p. 1089】（p. 652） 

        例）資本価値：不変資本 50％ 可変資本 50％ → 不変資本 80％ 可変資本 20％ 

       総資本：￡6000 ： 不変資本￡3000 可変資本￡3000 

→ ￡1 万 8000 へ増大：不変資本￡1 万 4400 可変資本￡3600（＝20％増） 

      ⇒ 総資本量 3 倍増で可変資本 20％増  

   ■ 「…資本の蓄積にともなって独自の資本主義的生産様式が発展し、また独自の資

本主義的生産様式にともなって資本の蓄積が発展する。これらの両方の経済的

要因は、それらが相互に与え合う刺激に複比例して資本の技術的構成における

変動を生み出し、この変動によって、可変的構成部分が不変的構成部分に比べて

ますます小さくなる。」                               【p. 1091】（p. 653） 

       ⇒ 「独自の資本主義的生産様式」1＝機械制大工業の段階 

       → 以前の自立した生産者によっては不可能な水準での大規模生産 

        「だから手労働者は、孤立して自立的に商品を生産するが、さもなければ、

自己経営のたえの資力がないので自分の労働力を商品として売るので

あるが…」                                  【p. 1090】（p. 632） 

               ⇒ 「独自の資本主義的生産様式」：労働と生産の方法まで捉える 

  

     資本の集積・集中 

■ 「それぞれの個別的資本は大なり小なりの生産諸手段の集積であり、それに応じ

て、大なり小なりの労働者軍にたいする指揮権をともなう。それぞれの蓄積が新

たな蓄積の手段となる。この蓄積は、資本として機能する富の総量の増加にとも

なって、個別資本家の手のなかにおけるこうした富の集積を拡大し、したがっ

て、大規模生産と独自の資本主義的生産方法との基礎を拡大する。」   

                      【pp. 1091-1092】（p. 653） 

■ 「多数の個別的資本への社会的総資本のこのような分裂、または、社会的総資本の

小部分の相互反発にたいしては、それらの小部分の吸引が反作用する。これはもは

や、蓄積と同じものであるところの、生産諸手段と労働にたいする指揮権との単純

な集積ではない。それは、すでに形成されている諸資本の集積であり、これらの資

本の個別的自立性の廃棄であり、資本家による資本家の収奪であり、群小の資本の

より大きな少数の資本への転化である。…（略）… 一方において一人の人の手の

なかで資本が膨張して大きなかたまりとなるのは、他方において多数の人の手の

なかで資本が失われるからである。これは、蓄積および集積とは区別される本来的

集中である。」                      【p. 1093】（p. 654） 

 
1 「独自の資本主義的生産様式」とは、「社会的結合と技術的皇帝とのこの総体」のこと。訳注、p. 1091 
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       ⇒ 集積：資本の蓄積と拡大再生産にもとづく生産手段の集積 

集中：現存の資本がより大きな資本に吸収・小資本が集まって大きな資本に転化 

  ■ 「集中は、産業資本家たちにたいしてその事業規模を拡張できるようにすることに

よって、蓄積の仕事を補完する。」                       【p. 1096】（p. 656） 

■ 「また集中は、このように蓄積の作用を高め促進すると同時に、資本の技術的構成

における変革 すなわち、資本の可変部分を犠牲にして不変部分を増加させ、それ

によって労働にたいする相対的需要を減少させる変革を拡大し促進する。」 

【p. 1096】（p. 656） 

  ■ 「…蓄積の進行中に形成される追加資本は、その大きさに比べれば、ますます少数

の労働者を吸引する。他方では、新たな構成で周期的に再生産される旧資本は、従

来それが就業させている労働者をますます多く反発する。」   【p. 1098】（p. 657） 

  

   まとめ 

   ■ 緩慢に進行する集積に対して、急激に進行する集中は「一夜のうちに鍛接された資

本魂」が「社会的蓄積の新たな強力な槓杆」【p. 1097】（p. 657）となり社会的規模で

資本構成の変化を促進する。 

 

第３節 相対的過剰人口または産業予備軍の累進的生産 

 

     相対的過剰人口・資本主義的生産様式に固有な人口法則 

  ■ 「総資本の増大につれてその可変的構成部分は加速的に、しかも総資本自身の増大

よりもいっそう急速に加速的に相対的に減少するが、こうした減少は、他面では逆

に、労働者人口が可変資本または労働者人口の雇用手段の増大よりもつねにいっ

そう急速に、絶対的に増大するように見える。そうではなく、むしろ資本主義的蓄

積が、しかもその蓄積のエネルギーと大きさに比例して、相対的な、すなわち資本

の中位の増殖欲求によって余分な、したがって過剰もしくは追加的な労働者人口

を絶えず生産するのである。」                        【p. 1100】（p. 658） 

  ■ 「労働者人口は、それ自身によって生み出される資本の蓄積につれて、それ自身の

相対的過剰化の手段をますます大規模に生み出す。これこそが、資本主義的生産様

式に固有な人口法則であ」る。             【p. 1101】（p. 660） 

  ⇒ 例）資本構成： c ／ v ＝ ３ → ４ へと高度化 

        総資本１億円：7500 万円／2500 万円 → 8000 万円／2000 万円⇒ v：－500 万円 

        ⇒ 可変資本額は 500 万円の絶対的減少 

＝ 雇用量は総資本によってではなく、可変資本の大きさによって決定 

   

    資本主義的生産様式の実存条件としての産業予備軍 
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  ■ 「…過剰労働者人口が、蓄積の または資本主義的基礎の上での富の発展の必然的な

産物であるとすれば、この過剰人口は逆に、資本主義的蓄積の槓杆、いやそれどこ

ろか資本主義的生産様式の存在条件となる。それは、あたかも資本が自分自身の費

用によって飼育でもしたかのようにまったく絶対的に資本に所属する、自由に処

分できる産業予備軍を形成する。それは、資本の変転する増殖欲求のために、現実

の人口増加の制限にかかわりなくいつでも使える搾取可能な人間材料をつくり出

す。」                                【pp. 1103-1104】（p. 661） 

   ■ 「近代的産業の特徴的な生活行路、すなわち、比較的小さな変動によって中断さ

れながら、中位の活気、全力をあげての生産、恐慌、および停滞の諸期間からな

る一〇ヵ年の循環という形態は、産業予備軍または過剰人口の不断の形成、大な

り小なりの吸収、および再形成にもとづく。」            【p. 1104】（p. 661） 

       ⇒ ① 自然的人口増加に制限されない独自の労働力供給源 

       ・好況期 → 労働需要の急増 ⇒ 人口増加とは別個に独自に追加労働力を供給 

      ＝ 労働力供給の独自の機構 ＝ 社会的に自立した生産様式として確立 

     ② 労賃・労働条件を資本に好都合な範囲に押込める手段 

       ・失業の圧力 → 好況期の労賃上昇を抑制 ＋ 不況期の労賃下落の加速化 

       ・現役労働者の労働日延長と労働強化に貢献 

    ⇒ 「資本の専制支配を完成する」                        【p. 1117】（p. 669） 

 

第４節 相対的過剰人口のさまざまな存在形態。 

資本主義的蓄積の一般的法則 

 

    相対的過剰人口の存在形態 

  ■ 「相対的過剰人口は、ありとあらゆる色合いのもとに存在する。どの労働者も、な

かば就業している期間中かまたはまったく就業していない期間中は、相対的過剰

人口に属する。」                                        【p. 1118】（p. 670） 

■ 「相対的過剰人口は、大きな、周期的に反復される諸形態、すなわち産業循環の局

面転換によって刻印され、それゆえ、ときには恐慌期に急性的に現われ、ときには

事業不振期に慢性的に現われる諸形態を度外視すれば、つねに三つの形態 ─流動

的形態、潜在的形態、および停滞的形態をもつ。」             【p. 1118】（p. 670） 

    ⇒ ３つの存在形態 

①  流動的過剰人口 

      「近代的産業の中心 ──工場、マニュファクチュア、冶金工場、鉱山など─

─ では、労働者が、ときには反発され、ときにはふたたびいっそう大量に吸

引され、そのため、生産規模との比率ではつねに減少していくとはいえ、就
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業者数は全体としては増加する。ここでは、過剰人口は流動的形態で存在す

る。」                      【p. 1119】（p. 670） 

          ＝ 工場に、ある時は雇用され、ある時は解雇され、たえず流出入している過剰人口 

②  潜在的過剰人口 

      「…農村人口の一部分は、絶えず都市プロレタリアートまたはマニュファクチ

ュア・プロレタリアートに移行しようとしていて、この転化に好都合な状況

がくるのを待ちかまえている。（マニュファクチュアとは、ここでは、すべて

の非農業的産業という意味である。）したがって相対的過剰人口のこの源泉

は、絶えず湧き出ている。しかし、都市へのこの人口の絶え間ない流れは、

農村自体において持続的な潜在的過剰人口を前提にする…」  

【p. 1121】（pp. 671-672） 

     ＝ 農村に居住して都市工場への雇用の機会を待っている過剰人口 

    ③ 停滞的過剰人口 

      「…停滞的過剰人口は、現役労働者軍の一部分をなすが、しかしまったく不規

則な就業のもとにある。こうして、この人口は、資本に、自由に使用するこ

とのできる労働力の尽きることのない貯水池を提供する。彼らの生活状態は

労働者階級の平均的な標準的水準よりも低落し、まさにこのために、彼らは

資本の特有な搾取部門の広大な基礎となる。最大限の労働時間と最小限の賃

銀とが彼らを特徴づける。」 

【p. 1121-1122】（p. 672） 

     ＝ 非正規労働者群（臨時工、派遣、日雇い、パート、アルバイト・・・） 

  ■ 「最後に、相対的過剰人口の最深の沈殿物が住みつくのは、受救貧民の領域である。

浮浪人、犯罪者、売春婦、要するに本来のルンペン・プロレタリアートを別にすれ

ば、この社会層は三つの部類からなる。」                   【p. 1123】（p. 673） 

      ① 労働能力のある者：産業循環とともに増減 

      ② 孤児・受救貧民の子供：「産業予備軍の志願者」、景気拡大期には現役労働者

軍に編入される 

      ③ 零落者・ルンペン・労働無能力者：転職能力のなく没落する人、高齢者、労

働災害の犠牲者 

 

    資本主義的蓄積の絶対的・一般的法則 

  ■ 「社会の富、機能資本、機能資本の増大の範囲とエネルギー、したがってまたプロ

レタリアートの絶対的大きさおよび彼らの労働の生産力、これらが大きくなれば

なるほど、それだけ産業予備軍が大きくなる。」              【p. 1124】（p. 673） 
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  ■ 「…この予備軍が現役の労働者軍と比べて大きくなればなるほど、固定的過剰人口、

したがって彼らの労働苦に反比例して貧困が増大していく労働者諸層が、それだ

け大量的となる。」                   【p. 1124】（p. 674） 

  ■ 「最後に、労働者階級中の貧困層と産業予備軍とが大きくなればなるほど、公認の

受救貧民がそれだけ大きくなる。」                         【p. 1124】（p. 674） 

  ⇒ 「これこそが資本主義的蓄積の絶対的・一般的な法則である。」  【p. 1124】（p. 674） 

 

第５節 資本主義的蓄積の一般的法則の例証 

 

    1846年－1866年のイギリス 

   ■ 「資本主義的蓄積の研究に好都合な時期」                  【p. 1131】（p. 678） 

     イギリスの工業労働者階級の薄給層 

    移動民 

   ■ 農村出身で工業的仕事に従事している「資本の軽歩兵」   【p. 1157】（p. 693） 

    労働者階級中の最高給部分におよぼす恐慌の影響 

    大ブリテンの農業プロレタリアート 

    アイルランド 
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